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凌
濛
初
編
『
合
評
選
詩
』
考
（
二
）

川

島

優

子

は
じ
め
に

明
末
に
は
『
文
選
』
の
評
点
本
が
複
数
刊
行
さ
れ
て
い
る[

１]

。

そ
の
う
ち
、
凌
濛
初
（
一
五
八
〇
～
一
六
四
四
）
に
よ
っ
て
編
纂

さ
れ
た
『
合
評
選
詩
』
は
、『
文
選
』
の
「
補
亡
」
か
ら
「
雑
擬
」

ま
で
の
全
詩
を
収
め
、
そ
こ
に
古
今
の
注
や
評
を
集
め
付
し
た
も

の
で
あ
り
、
題
下
評
、
眉
批
、
傍
批
、
総
評
、
圏
点
と
、
と
り
わ

け
評
の
形
式
が
多
彩
で
あ
る
。

前
稿
（
「
凌
濛
初
編
『
合
評
選
詩
』
考
（
一
）
［
附
］
『
合
評
選

詩
』
序
文
・
凡
例
・
付
録
翻
字
稿
」
、
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第

七
十
四
号
、
二
〇
二
一
）
で
整
理
を
し
た
よ
う
に
、「
二
拍
」（
『
（
初

刻
）
拍
案
驚
奇
』
『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
）
の
編
者
と
し
て
も
知
ら
れ

る
凌
濛
初
は
、
烏
程
の
名
家
に
生
ま
れ
、
五
十
を
超
え
る
作
品
の

著
述
、
編
纂
、
出
版
に
携
わ
っ
て
い
る
。
凌
家
は
、
父
の
凌
迪
知
、

叔
父
の
凌
稚
隆
、
従
兄
弟
の
凌
森
美
や
凌
瀛
初
、
甥
の
凌
瑞
森
、

息
子
の
凌
琛
等
、
一
族
で
出
版
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け

多
色
刷
り
の
套
印
本
を
手
が
け
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。『
合
評

選
詩
』
も
朱
墨
刷
り
の
套
印
本
で
あ
り
、
現
存
す
る
他
の
『
文
選
』

の
評
点
本
に
比
べ
る
と
、
そ
の
美
し
さ
や
読
み
や
す
さ
は
群
を
抜

い
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
じ
体
裁
で
作
ら
れ
た
続
編
と
も
い
う
べ
き
『
選

賦
』
（
凌
森
美
輯
刻
）
、
『
文
選
後
集
』
（
閔
于
忱
輯
刻
）
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
本
書
が
好
評
を
博
し
た
こ
と
も
窺
え
る
。

『
合
評
選
詩
』
は
全
七
巻
か
ら
成
り
、
第
一
巻
は
、
（
一
）
「
輯

諸
名
家
合
評
選
詩
序
」
、
（
二
）
「
凡
例
」
、
（
三
）
「
批
評
選
詩
名
公

姓
氏
」
、（
四
）「
詩
人
世
次
爵
里
」
、（
五
）「
選
詩
目
録
（
第
一
巻
）
」
、

（
六
）
「
選
詩
（
巻
一
）
」
、
（
七
）
「
選
詩
（
巻
一
）
訂
註
」
で
構

成
さ
れ
る
（
番
号
は
筆
者
に
よ
る
）
。
第
二
巻
以
下
、（
五
）
目
録
、

（
六
）
選
詩
、（
七
）
訂
註
、
と
続
く
。
前
稿
で
は
、（
一
）
序
文
、

（
二
）
凡
例
、
な
ら
び
に
第
一
巻
巻
頭
に
置
か
れ
る
（
三
）（
四
）
、

お
よ
び
各
巻
末
に
置
か
れ
る
（
七
）
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。

そ
の
結
果
、
読
者
の
便
宜
を
図
っ
て
付
録
を
充
実
さ
せ
た
点
が
本

書
の
売
り
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
お
り
、
（
四
）
「
詩
人
世
次
爵
里
」

や
（
七
）「
訂
註
」
は
、
李
善
注
や
五
臣
注
、
あ
る
い
は
史
書
の
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
し
て
、
『
文
選
』
に
関
す
る
知
識
を
簡
便
に
得
る

の
に
適
し
た
仕
様
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

本
稿
で
は
、『
合
評
選
詩
』
に
収
め
ら
れ
る
評
に
つ
い
て
具
体
的

な
考
察
を
加
え
、
本
書
を
明
代
の
『
文
選
』
評
点
本
の
中
に
位
置

づ
け
る
と
と
も
に
、
凌
濛
初
の
編
纂
態
度
に
つ
い
て
も
考
え
て
み



- 179 -

た
い
。一

評
者
と
批
評
に
つ
い
て

『
合
評
選
詩
』
は
、
凡
例
第
七
条
に
、「
圈
點
諸
家
無
本
、
止
郭

明
龍
有
批
評
文
選
本
。
今
悉
依
其
筆
（
圏
点

諸
家
に
本
無
く
、
止

だ
郭
明
龍
の
み
批
評
文
選
本
有
り
。
今
悉
く
其
の
筆
に
依
る
）
」

と
あ
る
よ
う
に
、
万
暦
十
一
年
の
進
士
郭
正
域
（
一
五
五
四
～
一

六
一
二
）
の
評
点
に
基
づ
い
て
お
り
、
評
語
だ
け
で
な
く
、
圏
点

に
つ
い
て
も
郭
正
域
に
拠
っ
た
と
し
て
い
る
。

郭
正
域
の
評
点
本
に
つ
い
て
は
、『
合
評
選
詩
』
序
文
に
「
邇
來
、

郭
太
史
明
龍
所
操
觚
、
高
視
濶
步
（
邇
来
、
郭
太
史
明
龍
の
操
觚

す
る
所
は
、
高
視
闊
歩
た
り
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
高
く
評
価

さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
合
評
選
詩
』
の
続
編
と
も
い
う

べ
き
『
選
賦
』
（
凌
森
美
輯
刻
）
の
識
語
に
も
、
「
江
夏
郭
明
龍
先

生
削
以
丹
鉛
、
加
之
品
騭
、
甕
牖
繩
樞
之
子
亦
得
側
辯
而
哦
矣
（
江

夏
の
郭
明
龍
先
生

削
る
に
丹
鉛
を
以
て
し
、
之
に
品
騭
を
加
ふ
る

に
、
甕
牖
縄
枢
の
子
も
亦
た
側
弁
す
る
を
得
て
哦
ふ
な
り
）」
と
あ

う
た

り
、
郭
正
域
の
評
点
本
が
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

現
存
す
る
『
新
編
文
選
批
評
』
は[

２]

、
封
面
に
「
明
龍
郭
先
生

批
評

文
選
考
註

壬
寅
春
博
古
堂
刊
」
と
あ
る
よ
う
に
、
郭
正

域
の
批
評
が
付
け
ら
れ
た
『
文
選
』
で
あ
り
、
前
集
十
四
巻
、
後

集
十
二
巻
に
分
か
れ
る
。
『
合
評
選
詩
』
が
収
録
す
る
詩
部
に
つ
い

て
は
、
巻
九
～
巻
十
三
が
相
当
す
る
。『
新
刊
文
選
批
評
』
の
評
点

と
比
較
し
た
結
果
、『
合
評
選
詩
』
は
評
語
、
圏
点
の
い
ず
れ
も
、

原
則
と
し
て
ほ
ぼ
忠
実
に
そ
の
評
点
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
た[

３]

。
な
お
、
『
新
刊
文
選
批
評
』
に
は
巻
首
に
「
文
選

序
」
「
文
選
姓
氏
」「
音
釈
」
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、『
合
評
選
詩
』

は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
採
用
せ
ず
、
ま
た
『
新
刊
文
選
批
評
』
で

は
各
作
品
に
「
考
注
」（
六
臣
注
の
抜
粋
）
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

『
合
評
選
詩
』
各
巻
末
に
付
け
ら
れ
る
「
訂
註
」
と
は
一
部
し
か

一
致
し
な
い
。
凌
濛
初
が
用
い
た
郭
正
域
の
批
評
本
が
現
存
す
る

こ
の
『
新
編
文
選
批
評
』
な
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、『
合

評
選
詩
』
は
あ
く
ま
で
郭
正
域
の
評
点
の
み
を
採
用
し
た
よ
う
で

あ
る
。

『
合
評
選
詩
』
は
、
こ
の
郭
正
域
の
評
点
に
基
づ
き
、
さ
ら
に

四
十
名
ほ
ど
の
評
語
を
合
わ
せ
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
付
録

の
（
三
）「
批
評
選
詩
名
公
姓
氏
」
に
は
、
六
朝
の
沈
約
か
ら
明
の

譚
元
春
ま
で
、
本
書
に
評
が
採
用
さ
れ
た
三
十
九
人
の
名
が
挙
げ

ら
れ
る[

４]

。
こ
れ
ら
の
人
物
の
評
の
出
処
と
思
わ
れ
る
書
物
に
つ

い
て
、
代
表
的
な
も
の
は
趙
俊
玲
『
《
文
選
》
評
点
研
究
』
（
上
海

古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
評
者
毎
の

分
量
の
偏
り
な
ど
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
実
際
に
は

こ
の
三
十
九
名
以
外
の
人
物
名
（
あ
る
い
は
書
名
）
も
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
郭
正
域
の
評
点
を
除
き
、
『
合
評
選
詩
』
に
収
録
さ
れ
る

全
て
の
評
に
つ
い
て
、【
付
表
】
に
整
理
を
し
た
。

本
書
に
収
め
ら
れ
る
評
に
つ
い
て
は
、
引
用
さ
れ
る
回
数
お
よ

び
長
短
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
。
郭
正
域
を
除
い
て
最
も
引
用
回

数
が
多
い
の
が
、
鍾
惺
と
譚
元
春
の
評
で
あ
り
、
次
い
で
王
世
貞

や
楊
慎
の
も
の
も
三
十
条
以
上
が
確
認
で
き
る
。
一
方
で
、
同
じ

く
評
者
と
し
て
名
が
連
ね
ら
れ
る
も
の
の
、
謝
霊
運
、
李
白
、
元
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稹
、
蘇
軾
な
ど
は
、
わ
ず
か
一
条
し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

凌
濛
初
は
ど
の
よ
う
に
し
て
過
去
の
膨
大
な
書
物
の
中
か
ら
評

を
集
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
【
付
表
】
を
見
る
と
、
同
じ
人
物
の
評
は

基
本
的
に
同
じ
書
物
か
ら
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た

『
詩
人
玉
屑
』
や
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』
と
い
っ
た
詩
話
集
を
利
用

し
た
と
思
わ
れ
る
例
も
見
ら
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
凌
濛
初
は
あ
る

程
度
の
目
星
を
付
け
、
ま
た
先
行
す
る
書
物
を
う
ま
く
利
用
し
て
、

効
率
よ
く
「
合
評
」
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

明
代
に
は
『
合
評
選
詩
』
に
先
行
し
て
様
々
な
『
文
選
』
関
連

書
籍
が
刊
行
さ
れ
て
お
り[

５]

、
凌
濛
初
は
そ
れ
ら
も
参
考
に
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
【
付
表
】「
そ
の
他
」
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
『
合
評
選
詩
』
に
は
「
張
鳳
翼
」
「
虞
九
章
」
の
言
も
引

用
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
先
立
ち
、
万
暦
八
年
に
は
張
鳳
翼
編
『
文

選
纂
注
』
が
、
万
暦
二
十
八
年
に
は
虞
九
章
注
『
文
選
詩
集
』
が

刊
行
さ
れ
て
お
り
、
特
に
『
文
選
纂
注
』
に
つ
い
て
は
評
点
が
加

え
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
そ
の
後
複
数
刊
行
さ
れ
る
な
ど
（
万
暦
十

年
余
碧
泉
輯
刻
『
文
選
纂
注
』
評
本
、
万
暦
二
十
四
年
余
碧
泉
輯

刻
『
文
選
纂
注
評
苑
』、
万
暦
二
十
九
年
惲
紹
龍
輯
刻
『
文
選
纂
注

評
林
』
）、
相
当
な
需
要
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
虞
九
章
訂
註
『
文
選
詩
集
』、
お
よ
び
張
鳳
翼
編
『
文
選

纂
注
』
に
つ
い
て
、『
合
評
選
詩
』
と
の
関
係
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。

二

『
文
選
詩
集
』
、
『
文
選
纂
注
』
と
の
関
係

『
文
選
詩
集
』
は
、『
合
評
選
詩
』
と
同
じ
く
『
文
選
』
の
「
補

亡
」
か
ら
「
雑
擬
」
ま
で
の
全
詩
を
収
め
、
「
明
虎
林
虞
九
章
」
が

訂
註
を
加
え
た
も
の
で
、
世
徳
堂
貞
予
の
刊
行
。
上
欄
に
詩
語
の

典
拠
を
示
し
、
行
間
に
傍
注
を
付
す[

６]

。
巻
首
に
置
か
れ
る
「
詩

人
世
次
爵
里
」
は
、『
合
評
選
詩
』
第
一
巻
に
置
か
れ
る
（
四
）「
詩

人
世
次
爵
里
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る[

７]

。
前
稿
に
お
い
て
、
『
合
評

選
詩
』
の
「
詩
人
世
次
爵
里
」
が
、
他
の
評
点
本
に
見
ら
れ
る
詩

人
紹
介
と
は
異
な
り
、
李
善
注
の
節
略
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し

た
上
で
、
「
『
合
評
選
詩
』
の
「
詩
人
世
次
爵
里
」
に
基
づ
く
と
こ

ろ
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
凌
濛
初
が
史
書
の
記
述
を
直
接
節
略

し
た
の
か
、
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
」
と
し
た
が
、『
合
評
選
詩
』

の
「
詩
人
世
次
爵
里
」
は
お
そ
ら
く
『
文
選
詩
集
』
の
そ
れ
を
ほ

ぼ
完
全
に
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
両
書
の
「
凡
例
」
に
つ
い

て
も
共
通
す
る
文
言
が
見
ら
れ
る
な
ど[

８]

、
凌
濛
初
が
『
文
選
詩

集
』
を
参
考
に
し
て
『
合
評
選
詩
』
を
編
纂
し
た
可
能
性
は
極
め

て
高
い
。

一
方
、
万
暦
八
年
の
序
を
持
つ
『
文
選
纂
注
』
は
、
戯
曲
「
紅

拂
記
」
の
作
者
で
も
あ
る
張
鳳
翼
の
編[

９]

。
割
り
注
の
形
で
六
臣

注
を
抜
粋
し
た
も
の
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
出
典
は
基
本
的
に
示

さ
れ
な
い
。
こ
の
『
文
選
纂
注
』
に
つ
い
て
は
、
後
に
評
点
を
加

え
た
も
の
が
数
種
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
万
暦
十
年
余
碧

泉
輯
刻
『
文
選
纂
注
』
評
本
（
以
下
、「
余
本
」
と
す
る
）
は
、
張

鳳
翼
編
『
文
選
纂
注
』
の
上
欄
に
、
王
守
仁
、
李
夢
陽
、
何
景
明
、

李
攀
龍
、
王
世
貞
、
唐
順
之
、
王
慎
中
、
楊
慎
、
劉
辰
翁
、
何
孟

春
、
王
維
禎
、
呉
国
倫
、
汪
道
昆
ら
の
評
語
を
加
え
た
も
の
で
、

圏
点
や
傍
注
、
傍
批
は
見
ら
れ
な
い
。
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『
合
評
選
詩
』
に
は
王
世
貞
の
評
が
三
十
条
余
り
見
ら
れ
る
が
、

王
世
貞
評
は
こ
の
余
本
に
も
多
く
引
か
れ
る
。
上
述
し
た
『
文
選

詩
集
』
の
利
用
を
考
え
れ
ば
、
あ
る
い
は
凌
濛
初
は
、
余
本
（
あ

る
い
は
そ
の
他
の
『
文
選
纂
注
』
評
点
本
）
に
引
か
れ
る
王
世
貞

の
評
を
再
利
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
両
書
所
引
の
王
世

貞
の
評
語
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
同
一
の
も
の
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。趙

俊
玲
氏
（
前
掲
書
）
は
、
余
本
所
引
の
評
の
多
く
は
来
源
が

不
確
か
で
あ
り
、
下
級
文
人
た
ち
に
よ
る
評
を
集
め
て
名
だ
た
る

文
人
の
名
を
被
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。
凌
濛
初
は
、

こ
の
余
本
（
あ
る
い
は
そ
の
他
の
『
文
選
纂
注
』
の
評
点
本
）
と

は
意
識
的
に
差
別
化
を
図
り
、
評
を
選
択
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
趙
氏
に
拠
れ
ば
、
万
暦
二
十
八
年
鄭
維
岳
増
補
・
李
光
縉
評

釈
『
鼎
雕
増
補
単
篇
評
釈
昭
明
文
選
』
と
『
合
評
選
詩
』
に
つ
い

て
も
評
の
来
源
は
か
な
り
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
や
は
り
引
か

れ
て
い
る
評
は
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

以
上
、
『
合
評
選
詩
』
は
、
『
文
選
詩
集
』
に
つ
い
て
は
付
録
の

「
詩
人
世
次
爵
里
」
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

凡
例
や
書
式
に
つ
い
て
も
似
通
っ
た
部
分
が
多
い
こ
と
、
一
方
で

『
文
選
纂
注
』
に
つ
い
て
は
張
鳳
翼
の
言
こ
そ
引
用
し
て
い
る
も

の
の
、
後
続
す
る
『
文
選
纂
注
』
の
評
点
本
と
は
評
が
重
な
ら
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。
笠
見
弥
生
氏
は
「
凌
濛
初
と
評
点
」
（
『
東

京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』
第
二
十
一
号
、
二
〇
一

八
）
に
お
い
て
、
凌
濛
初
が
「
市
場
に
出
回
る
他
の
評
点
本
や
注

釈
の
類
に
広
く
目
を
通
し
、
本
文
、
評
点
の
双
方
に
気
を
配
っ
て
、

よ
り
よ
い
書
物
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
」
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、

こ
う
し
た
凌
濛
初
の
姿
勢
は
『
合
評
選
詩
』
に
お
い
て
も
窺
え
る
。

凌
濛
初
は
、
先
行
す
る
書
物
を
効
率
よ
く
利
用
し
つ
つ
も
、（
特
に

評
点
に
つ
い
て
は
）
そ
れ
ら
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
『
合
評
選
詩
』

を
編
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三

『
合
評
選
詩
』
の
評
語
に
つ
い
て

で
は
実
際
に
『
合
評
選
詩
』
に
は
ど
の
よ
う
な
評
が
収
め
ら
れ

て
い
る
の
か
、
い
く
つ
か
の
例
を
取
り
上
げ
て
具
体
的
に
見
て
み

た
い
。

（
１
）
作
品
や
作
者
に
関
す
る
も
の

『
合
評
選
詩
』
巻
一
（
二
十
五
葉
）
に
収
め
ら
れ
る
潘
岳
「
金

谷
集
作
詩
」
に
は
、
上
欄
に
次
の
よ
う
な
郭
正
域
の
評
が
置
か
れ

て
い
る
（
以
下
、
発
言
主
が
示
さ
れ
な
い
も
の
は
郭
正
域
の
批
評
）
。

詞
爛
響
促
、
遂
爲
詩
讖
。
（
詞

爛
ら
か
に
し
て

響

促
り
、

あ
き

遂
に
詩
讖
と
為
る
。
）

こ
こ
で
い
う
「
詩
讖
」
が
何
を
指
す
の
か
、
続
け
て
世
説
の
記
事

が
引
か
れ
る
。

世
説
曰
、
孫
秀
収
石
崇
、
同
日
収
岳
、
石
先
送
市
、
亦
不
相

知
。
潘
後
至
、
石
謂
潘
曰
、
安
仁
卿
亦
復
爾
邪
。
潘
曰
、
可

謂
白
首
同
所
歸
。
岳
金
谷
集
詩
乃
成
其
讖
。

- 182 -

世
説
曰
は
く
、
孫
秀

石
崇
を
収
め
、
日
を
同
じ
く
し
て
岳

を
收
む
。
石

先
づ
市
に
送
ら
れ
、
亦
た
相
ひ
知
ら
ず
。
潘

後
れ
て
至
る
に
、
石

潘
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、
「
安
仁
、
卿
も

亦
た
復
た
爾
る
か
」
と
。
潘

曰
は
く
、
「
『
白
首
ま
で
帰
す

る
所
を
同
じ
く
せ
ん
』
と
謂
ふ
べ
し
」
と
。
岳
が
金
谷
集
詩

乃
ち
其
の
讖
を
成
せ
り
、
と
。

『
世
説
新
語
』
（
「
仇
隟
」
）
に
は
、
潘
岳
の
「
金
谷
集
作
詩
」
の

末
句
「
白
首
同
所
歸
」
が
、
石
崇
と
潘
岳
が
同
日
に
処
刑
さ
れ
る

未
来
を
予
言
す
る
結
果
と
な
っ
た
話
が
載
せ
ら
れ
る
。
こ
の
『
世

説
新
語
』
の
記
事
は
李
善
注
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
郭
正
域
批
評

『
新
刊
文
選
批
評
』
の
考
注
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
合
評
選
詩
』

は
「
金
谷
集
作
詩
」
を
理
解
す
る
上
で
の
基
本
的
な
知
識
と
し
て
、

ま
た
先
に
挙
げ
た
郭
正
域
の
評
語
を
理
解
す
る
た
め
の
補
足
と
し

て
、
本
記
事
を
載
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
『
合
評
選
詩
』
巻
三
の
劉
楨
「
贈
従
弟
三
首
」
（
十
九
葉
）

に
は
、
葛
立
方
（
『
韻
語
陽
秋
』
巻
十
二
）
の
次
の
文
が
引
か
れ
る
。

葛
立
方
曰
、
建
安
七
子
、
惟
劉
公
幹
獨
爲
諸
王
子
所
親
。
曹

操
威
焰
蓋
世
、
甄
夫
人
出
拜
、
緒
人
皆
伏
、
而
公
幹
獨
平
視
、

雖
輸
作
而
不
悔
、
亦
可
嘉
矣
。「
公
幹
贈
従
弟
詩
」
云
「
亭
亭

山
上
松
」
等
語
、
其
寄
意
如
是
、
豈
肯
少
屈
於
操
哉
。
末
篇

又
托
興
鳳
凰
、
有
「
何
時
當
來
儀
、
將
須
聖
明
君
」、
則
不
以

聖
明
待
操
矣
。

葛
立
方
曰
は
く
、
建
安
七
子
、
惟
だ
劉
公
幹
の
み
独
り
諸
王

子
の
所
親
た
り
。
曹
操
の
威
焰

世
を
蓋
ひ
、
甄
夫
人
出
で

拝
す
る
に
、
緒
人

皆

伏
す
も
、
公
幹
の
み
独
り
平
視
し
、

輸
作
せ
ら
る
と
雖
も
悔
い
ず
、
亦
た
嘉
し
む
べ
し
。「
公
幹
贈

従
弟
詩
」
に
云
ふ
「
亭
亭
山
上
松
」
等
の
語
、
其
の
寄
す
る

意
は
是
の
如
く
し
て
、
豈
に
肯
へ
て
少
し
く
操
に
屈
せ
ん
や
。

末
篇
に

又

興
を
鳳
凰
に
托
し
、「
何
時
当
来
儀
、
将
須
聖
明

君
」
と
有
る
は
、
則
ち
聖
明
を
以
て
操
を
待
た
ざ
る
な
り
、

と
。

こ
こ
で
は
、
劉
楨
が
曹
丕
の
甄
夫
人
を
直
視
し
た
た
め
に
曹
操
に

よ
っ
て
不
敬
罪
に
問
わ
れ
た
こ
と
、
し
か
し
曹
操
に
屈
し
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
が
本
詩
か
ら
窺
え
る
と
い
う
、
葛
立
方
の
解
説
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
作
品
の
理
解
に
必
要
な
知
識
の
み
な
ら
ず
、
作
者
（
詩

人
）
に
つ
い
て
の
情
報
も
提
供
さ
れ
る
。
そ
れ
が
最
も
よ
く
見
ら

れ
る
の
が
、
第
一
巻
に
置
か
れ
る
（
四
）「
詩
人
世
次
爵
里
」
で
あ

る
。
「
詩
人
世
次
爵
里
」
は
、
戦
国
か
ら
漢
〜
梁
と
、
時
代
ご
と
に

『
文
選
』
詩
人
が
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
文

選
詩
集
』
の
「
詩
人
世
次
爵
里
」
を
利
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
単
に
『
文
選
詩
集
』
の
そ
れ
を
再
利
用
し
た
だ
け
で
は
な

く
、
そ
こ
に
鍾
嶸
（
『
詩
品
』
）
や
劉
勰
（
『
文
心
雕
龍
』
）
ら
の
言

を
加
え
た
点
が
『
合
評
選
詩
』
の
工
夫
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
「
陳
思
王
植
」
（
三
葉
ウ
ラ
）
に
つ
い
て
、
「
詩
人

世
次
爵
里
」
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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陳
思
王
植

字
子
建
、
魏
文
同
母
弟
也
。
封
平
原
侯
、
尋
徒
臨
菑
。
文
帝

卽
位
、
命
諸
侯
皆
就
國
。
黃
初
二
年
、
貶
安
鄕
侯
。
明
帝
太

和
元
年
、
徙
東
阿
。
六
年
、
加
封
陳
王
、
薨
。
年
四
十
一
、

諡
曰
思
。

字
は
子
建
、
魏
文
の
同
母
弟
な
り
。
平
原
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、

尋
い
で
臨
菑
に
徙
さ
る
。
文
帝
即
位
す
る
に
、
諸
侯
に
命
じ

て
皆

国
に
就
か
し
む
。
黄
初
二
年
、
安
郷
侯
に
貶
と
さ
る
。

明
帝
太
和
元
年
、
東
阿
に
徙
さ
る
。
六
年
、
陳
王
を
加
封
せ

ら
れ
、
薨
る
。
年
四
十
一
、
諡
し
て
思
と
曰
ふ
。

上
欄
に
は
、
鍾
嶸
（
『
詩
品
』
上
）
お
よ
び
敖
陶
孫
（
『
臞
翁
詩
評
』
）

の
評
が
引
か
れ
る
。

鍾
嶸
曰
、
其
源
出
於
國
風
。
骨
氣
奇
高
、
詞
采
華
茂
。
情
兼

雅
怨
、
體
備
文
質
、
粲
然
溢
古
、
卓
爾
不
群
。

鍾
嶸
曰
は
く
、
其
の
源
は
国
風
よ
り
出
づ
。
骨
気
は
奇
高
に

し
て
、
詞
采
は
華
茂
な
り
。
情
は
雅
怨
を
兼
ね
、
体
は
文
質

を
備
へ
、
粲
然
と
し
て
古
に
溢
れ
、
卓
爾
と
し
て
不
群
な
り
、

と
。

敖
陶
孫
曰
、
子
建
如
三
河
少
年
、
風
流
自
賞
。

敖
陶
孫
曰
は
く
、
子
建
は
三
河
の
少
年
の
、
風
流

自
ら
賞
す

る
が
如
し
、
と
。

こ
こ
で
は
、
曹
植
の
詩
風
に
対
す
る
『
詩
品
』
の
評
価
、
並
び
に

敖
陶
孫
の
評
が
上
欄
に
加
え
ら
れ
、
曹
植
の
略
伝
と
あ
わ
せ
て
後

世
の
曹
植
評
価
に
つ
い
て
も
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
作
品
や
詩
人
に
対
す
る
様
々
な
情
報
が
加
え
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
読
者
は
他
書
を
ひ
も
と
く
こ
と
な
く
、『
合
評

選
詩
』
を
読
む
だ
け
で
『
文
選
』
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
文
学
史
的
な
知
識
に
関
す
る
も
の

『
合
評
選
詩
』
の
評
に
は
、
個
々
の
作
品
の
理
解
を
助
け
る
だ

け
で
な
く
、
作
品
あ
る
い
は
作
者
が
文
学
史
的
に
ど
う
位
置
づ
け

ら
れ
る
の
か
と
い
っ
た
、
よ
り
幅
広
い
知
識
を
提
供
す
る
も
の
も

少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
巻
一
の
陸
機
「
皇
太
子
宴
玄
圃
宣
献
堂

有
令
賦
詩
」
（
十
五
葉
ウ
ラ
）
に
は
、
上
欄
に
次
の
よ
う
な
王
世
貞

（
『
藝
苑
卮
言
』
巻
三
）
の
文
が
引
用
さ
れ
る
。

王
世
貞
曰
、
古
詩
四
言
之
有
冒
頭
、
蓋
不
始
延
年
也
。
二
陸

諸
君
爲
之
俑
也
。
如
此
詩
凡
十
六
韻
而
始
入
太
子
。
後
詩
凡

八
韻
而
始
入
晉
亂
、
齊
王
冏
始
平
之
。
又
士
衡
「
贈
斥
丘
令
」

「
答
賈
常
侍
」
、
潘
安
「
爲
賈
答
應
吉
甫
華
林
園
宴
集
」
皆
然
。

若
爾
則
不
必
多
費
此
等
語
、
但
成
一
冒
頭
、
百
凡
宴
會
酬
贈
、

可
舉
以
貫
之
矣
。
若
韋
孟
之
「
諷
諫
」
、
思
王
之
「
責
躬
應
詔
」
、

靖
節
之
「
贈
族
」
、
叔
夜
之
「
幽
憤
」
、
仲
宣
之
「
贈
蔡
睦
文

始
」、
越
石
之
「
贈
盧
諶
」、
寧
有
是
耶
。

王
世
貞
曰
は
く
、
古
詩
四
言
の
冒
頭
有
る
は
、
蓋
し
延
年
に
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始
ま
ら
ざ
る
な
り
。
二
陸
諸
君

之
が
俑
を
為
す
な
り
。
此
の

詩
の
如
き
は
凡
そ
十
六
韻
に
し
て
始
め
て
太
子
に
入
る
。
後

詩
は
凡
そ
八
韻
に
し
て
始
め
て
晋
乱
れ
、
斉
王
冏

始
め
て
之

を
平
ら
ぐ
る
に
入
る
。
又

士
衡
の
「
贈
斥
丘
令
」
「
答
賈
常

侍
」、
潘
安
の
「
為
賈
答
応
吉
甫
華
林
園
宴
集
」
も
皆
然
り
。

若
し
爾
ら
ば
則
ち
必
ず
し
も
多
く
此
等
の
語
を
費
や
し
て
、

但
だ
一
冒
頭
を
成
さ
ざ
る
に
、
百
凡
の
宴
会
の
酬
贈
、
挙
げ

て
以
て
之
を
貫
く
べ
し
。
韋
孟
の
「
諷
諫
」
、
思
王
の
「
責
躬

應
詔
」
、
靖
節
の
「
贈
族
」、
叔
夜
の
「
幽
憤
」、
仲
宣
の
「
贈

蔡
睦
文
始
」、
越
石
の
「
贈
盧
諶
」
の
若
き
は
、
寧
く
ん
ぞ
是

れ
有
ら
ん
や
、
と
。

こ
こ
で
は
、
四
言
詩
に
冒
頭
（
ま
く
ら
）
が
置
か
れ
る
の
は
二
陸

に
始
ま
る
と
し
て[

]

、
本
詩
お
よ
び
次
の
陸
雲
「
大
将
軍
宴
会
被

10

命
作
詩
」
の
構
成
に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
、
同
様
の
構
成
を
持

つ
も
の
と
し
て
、
陸
機
の
「
贈
馮
文
羆
遷
斥
丘
令
」「
答
賈
長
淵
」
、

潘
岳
「
為
賈
謐
作
贈
陸
機
」、
応
貞
「
晋
武
帝
華
林
園
集
詩
」
が
挙

げ
ら
れ
る
。
王
世
貞
の
評
は
い
ず
れ
も
『
藝
苑
卮
言
』
か
ら
の
引

用
で
あ
る
が
、『
藝
苑
卮
言
』
に
つ
い
て
は
弟
で
あ
る
王
世
懋
が
「
自

鍾
嶸
『
詩
品
』
以
來
、
譚
藝
者
亡
慮
數
百
十
家
、
前
則
嚴
滄
浪
、

徐
迪
功
二
録
、
近
則
余
兄
『
藝
苑
卮
言
』
再
稱
篤
論
（
鍾
嶸
の
『
詩

品
』
よ
り
以
来
、
藝
を
譚
ず
る
者
は
亡
慮
（
無
慮
）
数
百
十
家
、

前
に
は
則
ち
厳
滄
浪
、
徐
迪
功
の
二
録
あ
り
、
近
き
は
則
ち
余
兄

の
『
藝
苑
卮
言
』
最
も
篤
論
と
称
せ
ら
る
）
」
（
『
王
奉
常
集
』
巻

八
）
と
い
う
よ
う
に
、
当
時
の
文
壇
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て

い
た
。
読
者
は
『
藝
苑
卮
言
』
を
ひ
も
と
く
こ
と
な
く
王
世
貞
の

解
説
を
併
せ
読
む
こ
と
が
で
き
、
本
詩
（
あ
る
い
は
陸
機
）
の
文

学
史
的
な
位
置
づ
け
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
合
評
選
詩
』
に
は
『
文
選
』
所
収
の
詩
が
後
世
に
与
え
た
影

響
に
関
す
る
指
摘
も
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
巻
一
の
謝
瞻
「
王

撫
軍
庾
西
陽
集
別
」
（
二
十
五
葉
ウ
ラ
）
に
は
、
楊
慎
（
『
丹
鉛
総

録
』
巻
二
十
、『
升
庵
詩
話
』
巻
五
）
の
以
下
の
評
が
挙
げ
ら
れ
る
。

楊
愼
曰
、
「
離
會
雖
相
雜
」
、
杜
子
美
「
忽
漫
相
逢
是
別
筵
」

之
句
、
實
祖
之
。
顏
延
年
「
春
江
壯
風
濤
」
、
杜
子
美
「
春
江

不
可
渡
、
二
月
已
風
濤
」
之
句
實
衍
之
。
故
子
美
諭
兒
詩
曰

「
熟
精
文
選
理
」。

楊
慎
曰
は
く
、
「
離
会
雖
相
雑
」
、
杜
子
美
「
忽
漫
相
逢
是
別

筵
」
の
句
、
実
に
之
を
祖
と
す
。
顔
延
年
「
春
江
壮
風
濤
」、

杜
子
美
「
春
江
不
可
渡
、
二
月
已
風
濤
」
の
句
も
実
に
之
を

衍
す
。
故
に
子
美

児
に
諭
す
の
詩
に
曰
は
く
「
熟
精
せ
よ
文

選
の
理
」
と
、
と
。

『
文
選
』
を
熟
知
し
て
い
た
杜
甫
が
息
子
に
「
熟
精
文
選
理
」（
「
宗

武
生
日
」
）
と
求
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
合
評
選
詩
』
序
文
で

も
言
及
さ
れ
て
い
た
が[

]

、
こ
こ
で
は
、
第
十
五
句
の
「
離
会
雖

11

相
雑
」
を
杜
甫
が
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
（
「
送
路
六
侍
御
入
朝
」
）
、

さ
ら
に
杜
甫
は
顔
延
年
詩
も
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
（
「
渡
江
」
）
が
、

楊
慎
に
よ
っ
て
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
く
巻
二
左
思
「
詠
史
詩
八
首
」
其
一
（
二
葉
）
に
は
、
葛
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立
方
（
『
韻
語
陽
秋
』
巻
一
）
の
評
が
引
か
れ
る
。

葛
立
方
曰
、
杜
詩
「
譚
笑
無
河
北
」、
蓋
用
太
冲
「
長
嘯
激
淸

風
、
志
若
無
東
吳
」
也
。
王
維
云
「
虜
騎
千
重
只
似
無
」
則

拙
矣
。

葛
立
方
曰
は
く
、
杜
詩
「
譚
笑
無
河
北
」
は
、
蓋
し
太
冲
の

「
長
嘯
激
清
風
、
志
若
無
東
呉
」
を
用
ゐ
る
な
り
。
王
維
が

「
虜
騎
千
重
只
似
無
」
と
云
ふ
は
則
ち
拙
き
な
り
。

こ
こ
で
も
、
杜
詩
（
「
観
安
西
兵
過
赴
関
中
待
命
二
首
」
其
二
）
に

見
ら
れ
る
「
談
笑
無
河
北
」
の
句
が
、
左
思
「
詠
史
詩
」
第
一
首

の
第
九
、
十
句
「
長
嘯
激
清
風
、
志
若
無
東
呉
」
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、
王
維
の
「
虜
騎
千
重
只

似
無
」
（
「
少
年
行
四
首
」
其
三
）
も
本
詩
に
基
づ
く
も
の
の
、
杜

詩
に
比
べ
る
と
劣
っ
て
い
る
と
い
う
葛
立
方
の
見
解
が
示
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
合
評
選
詩
』
に
は
、
『
文
選
』
が
後
世
（
特
に
唐

詩
、
中
で
も
杜
詩
）
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
の
指
摘
も
目
立
つ
。

以
上
（
１
）
（
２
）
の
よ
う
な
例
か
ら
は
、
『
合
評
選
詩
』
が
、

『
文
選
』
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
得
る
と
同
時
に
、
後
世
の

文
人
た
ち
に
よ
る
評
価
や
指
摘
も
要
領
よ
く
知
り
う
る
形
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
逆
に
い
え
ば
、『
合
評
選
詩
』
は
こ
う
し

た
情
報
を
必
要
と
す
る
読
者
を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

明
代
に
多
く
編
ま
れ
た
『
文
選
』
の
評
点
本
は
、『
文
選
』
の
入

門
書
、
あ
る
い
は
科
挙
受
験
者
の
た
め
の
参
考
書
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る[

]

。
先
述
し
た
『
文
選
纂
注
』
の
評
点

12

本
な
ど
は
た
し
か
に
初
学
者
向
け
の
学
習
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
套
印
本
と
い
う
ス
タ

イ
ル
自
体
が
、
初
学
者
の
学
習
に
適
し
た
仕
様
で
あ
っ
た
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る[

]

。

13

し
か
し
『
合
評
選
詩
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
初
学
者
が
知
識
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
も
の
と
は
や
や
性
質
の
異
な
る
評
も
多
く
収

録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
詩
の
鑑
賞
、
評
価
に
関
わ
る
も
の
で

あ
る
。

（
３
）
作
品
の
鑑
賞
、
評
価
に
関
わ
る
も
の

『
合
評
選
詩
』
に
は
郭
正
域
に
よ
る
圏
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、

他
の
評
点
本
の
多
く
と
同
様
に
、
圏
は
「
と
て
も
よ
い
」
、
点
は
「
よ

い
」
、
そ
し
て
抹
（
傍
線
）
に
つ
い
て
は
「
悪
い
」
と
い
う
評
価
を

示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
『
合
評
選

詩
』
の
凡
例
（
第
七
条
）
に
は
、
圏
点
を
有
す
る
『
文
選
』
の
評

点
本
が
郭
正
域
の
批
評
本
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
郭

正
域
の
批
評
本
を
底
本
と
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

お
り
、
凌
濛
初
が
圏
点
、
つ
ま
り
作
品
の
鑑
賞
と
も
い
う
べ
き
側

面
に
も
重
き
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

以
下
、
と
り
わ
け
多
く
の
評
点
が
付
さ
れ
る
巻
二
の
顔
延
之
「
秋

胡
詩
」（
六
葉
ウ
ラ
～
）
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
（
以
下
、
詩
の
書

き
下
し
は
省
略
す
る
）。

椅
梧
傾
高
鳳
、
寒
谷
待
鳴
律
。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
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影
響
豈
不
懷
、
自
遠
每
相
匹
。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

婉
彼
幽
閑
女
、
作
嬪
君
子
室
。

峻
節
貫
秋
霜
、
明
艷
侔
朝
日
。

嘉
運
既
我
從
、
欣
願
自
此
畢
。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

こ
こ
で
は
、
秋
胡
子
と
そ
の
妻
と
の
結
婚
が
語
ら
れ
る
。
上
欄

に
は
郭
正
域
の
「
一
節
一
節
遂
出
情
款
、
接
上
起
下
、
信
是
妙
手

（
一
節
一
節

遂
に
情
款
を
出
し
、
上
を
接
ぎ
て
下
を
起
こ
す
、
信

に
是
れ
妙
手
な
り
）」
と
い
う
評
が
あ
り
、
秋
胡
詩
全
体
の
流
れ
る

よ
う
な
構
成
に
高
い
評
価
が
加
え
ら
れ
て
い
る[

]

。
特
に
第
九
～

14

十
句
に
は
圏
が
施
さ
れ
、
「
有
地
歩
（
地
歩
有
り
）
」
と
い
う
郭
評

が
付
さ
れ
る
。
ま
た
第
七
句
の
「
峻
節
」
に
つ
い
て
は
、「
鍾
惺
曰
、

峻
節
二
語
雖
不
佳
、
已
伏
盡
全
詩
之
案
（
鍾
惺
曰
は
く
、「
峻
節
」

の
二
語
は
佳
か
ら
ざ
る
と
雖
も
、已
に
全
詩
の
案
を
伏
せ
尽
く
す
）
」

と
し
て
、
作
品
全
体
の
構
成
と
語
の
用
い
方
に
つ
い
て
の
鍾
惺
の

評
が
置
か
れ
る
。

燕
居
未
及
好
、
良
人
顧
有
違
。

脫
巾
千
里
外
、
結
綬
登
王
畿
。

戒
徒
在
昧
旦
、
左
右
來
相
依
。

驅
車
出
郊
郭
、
行
路
正
威
遲
。

存
爲
久
離
別
、
沒
爲
長
不
歸
。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

こ
こ
で
は
、
結
婚
早
々
に
夫
が
公
務
で
旅
立
つ
こ
と
と
な
る
。

第
九
〜
十
句
に
圏
が
付
け
ら
れ
る
も
の
の
、
評
語
は
見
ら
れ
な
い
。

嗟
余
怨
行
役
、
三
陟
窮
晨
暮
。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

嚴
駕
越
風
寒
、
解
鞍
犯
霜
露
。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

原
隰
多
悲
涼
、
廻
飇
卷
高
樹
。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

離
獸
起
荒
蹊
、
驚
鳥
縱
橫
去
。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

悲
哉
游
宦
子
、
勞
此
山
川
路
。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

こ
こ
で
は
、
夫
の
旅
の
辛
さ
を
う
た
う
。
上
欄
に
は
「
鍾
惺
曰
、

太
白
『
妾
夢
越
風
波
』、
本
此
。
然
妙
些
（
鍾
惺
曰
は
く
、
太
白
の

『
妾
夢
越
風
波
』、
此
に
本
づ
く
。
然
れ
ど
も
妙
な
る
こ
と
些
か
な

り
、
と
）
」
と
し
て
、
李
白
詩
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
「
譚

元
春
曰
、
只
是
『
勞
人
』
二
字
却
用
得
妙
（
譚
元
春
曰
は
く
、
只

だ
是
れ
『
勞
人
』
の
二
字
な
れ
ば
却
て
用
ゐ
る
こ
と
妙
た
る
を
得
、

と
）
」
と
し
て
、
第
十
句
「
勞
此
」
に
つ
い
て
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
。

超
遙
行
人
遠
、
宛
轉
年
運
徂
。

良
時
爲
此
別
、
日
月
方
向
除
。

孰
知
寒
暑
積
、
僶
俛
見
榮
枯
。

歲
暮
臨
空
房
、
涼
風
起
座
隅
。

、
、
、
、
、

○

○

○

○

○

寢
興
日
已
寒
、
白
露
生
庭
蕪
。

、
、
、
、
、

○

○

○

○

○

こ
こ
で
は
、
長
い
間
夫
を
待
ち
続
け
る
妻
の
様
子
が
う
た
わ
れ

る
。
上
欄
に
は
「
鍾
惺
曰
、『
寢
興
日
已
寒
』
五
字
感
深
（
鍾
惺
曰

は
く
、
『
寝
興
日
已
寒
』
の
五
字
は
感
ず
る
こ
と
深
し
、
と
）
」
と

し
て
、
独
り
寝
を
重
ね
る
妻
の
描
写
に
評
が
付
さ
れ
る
。
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勤
役
從
歸
願
、
反
路
遵
山
河
。

昔
辭
秋
未
素
、
今
也
歲
載
華
。

蠶
月
觀
時
暇
、
桑
野
多
經
過
。

佳
人
從
所
務
、
窈
窕
援
高
柯
。

、
、
、
、
、

傾
城
誰
不
顧
、
弭
節
停
中
阿
。

こ
こ
で
は
、
帰
郷
が
叶
っ
た
夫
が
戻
る
途
中
に
、
桑
を
積
む
美

女
に
出
会
っ
た
様
子
が
う
た
わ
れ
る
。
上
欄
に
は
「
譚
元
春
曰
、

此
語
真
朴
有
味
、
子
美
常
用
此
務
字
（
譚
元
春
曰
は
く
、
此
の
語

真
朴
に
し
て
味
有
り
、
子
美

常
て
此
の
務
字
を
用
ふ
、
と
）
と
あ

か
つ

り
、
詩
の
評
価
と
と
も
に
杜
詩
へ
の
影
響
に
も
触
れ
ら
れ
る
。

年
往
誠
思
勞
、
路
遠

音
形
。

雖
爲
五
載
別
、
相
與
昧
平
生
。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

捨
車
遵
往
路
、
鳧
藻
馳
目
成
。

、
、
、

南
金
豈
不
重
、
聊
自
意
所
輕
。

義
心
多
苦
調
、
密
比
金
玉
聲
。

、
、
、
、
、

こ
こ
で
は
、
五
年
に
お
よ
ぶ
別
離
ゆ
え
に
妻
を
認
識
で
き
な
か

っ
た
夫
が
、
桑
摘
み
の
美
女
を
誘
惑
し
て
拒
絶
さ
れ
る
様
子
が
う

た
わ
れ
る
。
上
欄
に
は
「
（
譚
元
春
）
又
曰
、
着
『
相
與
』
字
、
便

不
潦
草
（
又
曰
は
く
、「
相
与
」
の
字
を
着
く
る
は
、
便
ち
潦
草
な

ら
ず
、
と
）
」
、
な
ら
び
に
「
（
譚
元
春
）
又
曰
、『
密
』
字
下
得
渾
、

『
金
玉
聲
』
三
字
便
不
膚
淺
（
又
曰
は
く
、
『
密
』
字

下
す
に
渾

な
る
を
得
、
『
金
玉
声
』
三
字

便
ち
膚
浅
な
ら
ず
）
」
と
、
具
体

的
な
字
句
の
用
い
方
に
つ
い
て
の
説
明
が
加
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

第
九
句
「
義
心
多
苦
調
」
の
傍
ら
に
は
、「
鍾
惺
曰
、
漢
詩
中
深
厚

語
（
鍾
惺
曰
は
く
、
漢
詩
中
の
深
厚
の
語
な
り
、
と
）
」
お
よ
び
「
（
鍾

惺
）
又
曰
、
善
下
虗
字
、
有
趣
有
力
（
又
曰
は
く
、
善
く
虚
字
を

下
す
は
、
趣
有
り
力
有
り
、
と
）
」
と
い
う[

]

、
や
は
り
字
句
に

15

つ
い
て
の
評
価
が
見
ら
れ
、
本
詩
の
見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
示
さ

れ
る
。高

節
難
久
淹
、
朅
來
空
復
辭
。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

遲
遲
前
途
盡
、
依
依
造
門
基
。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

上
堂
拜
嘉
慶
、
入
室
問
何
之
。

、
、
、
、
、

○

○

○

○

○

日
暮
行
采
歸
、
物
色
桑
榆
時
。

、
、
、
、
、

○

○

○

○

○

美
人
望
昏
至
、
慙
歎
前
相
持
。

、
、
○

○

○

○

○

○

○

○

こ
こ
で
は
、
さ
き
ほ
ど
の
美
女
が
実
は
自
身
の
妻
で
あ
っ
た
こ

と
を
知
っ
て
恥
じ
入
る
夫
の
様
子
が
う
た
わ
れ
る
。
上
欄
に
は
、

「
楊
愼
曰
、
呂
氏
春
秋
『
膠
鬲
見
武
王
于
鮪
水
曰
、『
西
伯
朅
去
。
』

注
、
『
朅
、
何
也
。
』
則
『
朅
』
之
爲
言
『
盍
』
也
。
『
朅
來
空
復

辭
』
、
亦
謂
『
盍
來
』
、
義
始
通
。（
楊
慎
曰
は
く
、
呂
氏
春
秋
『
膠

鬲
は
武
王
に
鮪
水
に
見
え
て
曰
は
く
、
西
伯

朅
ぞ
去
る
』、
注
し

ま
み

な
ん

て
、
『
朅
、
何
な
り
』
と
い
ふ
。
則
ち
『
朅
』
の
言
為
る
や
「
盍
」

な
り
。『
朅
来
空
復
辞
』
は
、
亦
た
『
盍
来
』
と
謂
ひ
て
、
義
始
め

て
通
ず
、
と
）
」
と
し
て
楊
慎
（
『
丹
鉛
総
録
』
巻
二
十
一
、
『
升

庵
詩
話
』
巻
十
二
）
の
言
が
引
か
れ
、「
朅
」
字
の
解
説
が
な
さ
れ
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る
。ま

た
、
第
六
句
「
入
室
問
何
之
」
の
傍
ら
に
は
、「
鍾
惺
曰
、
温

甚
、
情
事
詳
婉
、
可
想
其
叙
手
之
暇
（
鍾
惺
曰
は
く
、
温
な
る
こ

と
甚
し
く
、
情
事
は
詳
婉
に
し
て
、
其
の
叙
手
の
暇
を
想
ふ
べ
し
、

と
）
」
、
第
八
句
「
物
色
桑
榆
時
」
の
傍
ら
に
は
、「
（
鍾
惺
）
又
曰
、

此
句
妍
而
深
、
在
『
物
色
』
二
字
（
又
曰
は
く
、
此
の
句
の
妍
に

し
て
深
き
は
、
『
物
色
』
の
二
字
に
在
り
、
と
）
」
、
さ
ら
に
第
九

句
「
美
人
望
昏
至
、
慚
歎
前
相
持
」
の
傍
ら
に
は
、
「
（
鍾
惺
）
又

曰
、『
望
昏
』
二
字
盡
景
、
『
慚
歎
』
二
字
盡
情
（
又
曰
は
く
、
『
望

昏
』
の
二
字
は
景
を
尽
く
し
、
『
慚
歎
』
の
二
字
は
情
を
尽
く
す
、

と
）」
と
、
字
句
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
評
価
が
示
さ
れ
、
第
七
首

末
に
は
「
譚
元
春
曰
、
秋
胡
詩
、
只
如
此
叙
其
事
、
化
筆
秀
手
（
譚

元
春
曰
は
く
、
秋
胡
詩
、
只
だ
此
の
如
く
其
の
事
を
叙
ぶ
る
は
、

化
筆
秀
手
な
り
、
と
）」
と
い
う
高
い
評
価
が
加
え
ら
れ
る
。
と
り

わ
け
多
く
の
評
語
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
全
体
に
圏
点
が
付
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
声
を
か
け
た
美
女
が
自
身
の
妻
で
あ
っ
た

と
い
う
本
章
こ
そ
が
、
本
詩
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
こ
と
が

視
覚
的
に
も
容
易
に
窺
え
る
。

有
懷
誰
能
已
、
聊
用
申
苦
難
。

離
居
殊
年
載
、
一
別
阻
河
關
。

春
來
無
時
豫
、
秋
至
恆
早
寒
。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

明
發
動
愁
心
、
閨
中
起
長
歎
。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

慘
悽
歲
方
晏
、
日
落
遊
子
顏
。

、
、
、
、
、

○

○

○

○

○

こ
こ
で
は
、
別
離
の
間
に
お
け
る
妻
の
胸
の
内
が
う
た
わ
れ
る
。

上
欄
に
は
、
第
一
句
「
有
懷
誰
能
已
」
に
対
し
て
、「
鍾
惺
曰
、
此

語
用
作
首
句
便
深
婉
（
鍾
惺
曰
は
く
、
此
の
語

用
ゐ
て
首
句
を
作

す
は
便
ち
深
婉
な
り
、
と
）」
と
、
語
の
用
い
方
に
つ
い
て
の
評
価

が
加
え
ら
れ
る
。

高
張
生
絕
弦
、
聲
急
由
調
起
。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

自
昔
枉
光
塵
、
結
言
固
終
始
。

如
何
久
爲
別
、
百
行
愆
諸
己
。

君
子
失
明
義
、
誰
與
偕
沒
齒
。

愧
彼
行
露
詩
、
甘
之
長
川
汜
。

こ
こ
で
は
、
夫
の
行
為
に
絶
望
し
た
妻
が
川
に
身
を
投
げ
る
に

至
る
心
理
が
う
た
わ
れ
る
。
上
欄
に
は
、
冒
頭
の
二
句
に
つ
い
て

「
二
句
接
得
有
大
力
、
匠
語
亦
奇
（
二
句

接
し
得
て
大
力
有
り
、

匠
語
も
亦
た
奇
な
り
）」
と
い
う
郭
正
域
の
評
が
置
か
れ
、
ま
た
、

「
鍾
惺
曰
、
板
得
有
趣
（
鍾
惺
曰
は
く
、
板
し
得
て
趣
有
り
、
と
）
」
、

「
（
鍾
惺
）
又
曰
、
秋
胡
妻
之
死
畢
竟
爲
窺
其
夫
之
無
情
耳
。
昔
人

謂
、
其
死
于
妬
、
論
雖
稍
刻
、
實
有
至
理
（
（
鍾
惺
）
又
曰
は
く
、

秋
胡
の
妻
の
死
は
畢
竟

其
の
夫
の
無
情
な
る
を
窺
ふ
為
な
る
の

み
。
昔
人
、
其
の
死
は
妬
に
于
い
て
す
る
と
謂
ふ
は
、
論

稍
刻

や
や

な
る
と
雖
も
、
実
に
至
理
有
り
、
と
）」
と
し
て
、
妻
の
死
の
理
由

に
対
す
る
鍾
惺
の
解
釈
を
引
く
。

こ
の
よ
う
に
、
秋
胡
詩
は
、
後
世
へ
の
影
響
、
字
句
の
説
明
、

従
来
の
解
釈
に
関
す
る
情
報
が
提
供
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
用
字
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用
語
の
妥
当
性
や
詩
の
構
成
の
妙
と
い
っ
た
作
り
手
側
の
視
点
か

ら
も
、
郭
正
域
、
鍾
惺
、
譚
元
春
、
楊
慎
ら
の
解
説
が
加
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
凌
濛
初
が
序
文
で
い
う
「
恍
然
如
聆

諸
家
之
咳
唾
、
而
晤
言
一
室
（
恍
然
と
し
て
諸
家
の
咳
唾
を
聆
き

て
、
一
室
に
晤
言
す
る
が
如
し
）」
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
良
い
評
価
だ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

巻
一
の
丘
遅
「
侍
宴
楽
游
苑
送
徐
州
応
詔
詩
（
二
十
二
葉
ウ
ラ
）

を
見
る
と
、

詰
旦
閶
闔
開
、
馳
道
聞
鳳
吹
。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

輕
荑
承
玉
輦
、
細
草
藉
龍
騎
。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

風
遲
山
尚
響
、
雨
息
雲
猶
積
。

巢
空
初
鳥
飛
、
荇
亂
新
魚
戲
。

寔
惟
北
門
重
、
匪
親
孰
爲
寄
。

參
差
別
念
舉
、
肅
穆
恩
波
被
。

小
臣
信
多
幸
、
投
生
豈
酬
義
。

第
一
～
二
句
に
は
圏
点
が
付
け
ら
れ
て
上
欄
に
「
起
好
（
起
は
好

し
）」
と
い
う
郭
正
域
の
評
が
置
か
れ
る
が
、
第
七
句
に
対
し
て
は

「
巢
空
二
語
何
謂
（
巣
空
の
二
語
は
何
の
謂
か
）
」
と
い
う
評
語

い
ひ

が
、
ま
た
十
一
句
以
降
は
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
を
示
す
傍
線
が
引
か

れ
、
第
十
二
句
「
肅
穆
恩
波
被
」
に
「
於
題
意
索
然
（
題
意
に
於

い
て
索
然
た
り
）
」
、
第
十
三
～
十
四
句
「
小
臣
信
多
幸
、
投
生
豈

酬
義
」
に
は
「
結
醜
（
結
は
醜
し
）」
と
い
う
手
厳
し
い
傍
批
が
付

け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
評
点
は
『
合
評
選
詩
』
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
凌
濛
初
の
叔
父
に
当
た
る
凌
稚
隆
に
よ
っ
て
万
暦
の
初

め
頃
に
刊
行
さ
れ
た
『
史
記
評
林
』
は
、『
合
評
選
詩
』
と
同
様
に
、

『
史
記
』
に
関
す
る
古
今
の
様
々
な
評
（
倪
思
、
劉
辰
翁
、
王
応

麟
、
王
九
思
、
楊
慎
、
王
世
貞
等
）
を
集
め
付
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
こ
に
も
や
は
り
『
史
記
』
の
読
解
に
必
要
な
基
礎
的
な
知

識
の
ほ
か
、
文
章
そ
の
も
の
に
対
す
る
評
が
多
く
見
ら
れ
る
。
高

津
孝
氏
は
「
明
代
評
点
考
」
（
『
東
方
学
論
集
（
東
方
学
会
創
立
五

十
周
年
記
念
）
』
、
東
方
学
会
、
一
九
九
七
）
に
お
い
て
、
『
史
記

評
林
』
の
評
語
に
つ
い
て
、

…
…
こ
こ
に
引
用
し
た
評
点
は
、
考
証
的
な
訓
詁
注
釈
、
歴

史
事
実
そ
の
も
の
の
政
治
的
倫
理
的
側
面
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン

ト
で
は
全
く
な
い
。
そ
う
し
た
評
点
が
全
く
な
い
と
い
う
訳
で

は
な
い
が
、
評
林
本
の
明
人
の
か
な
り
の
部
分
は
文
学
批
評
に

近
い
も
の
で
あ
る
。
明
人
に
と
っ
て
、『
史
記
』
は
確
立
し
た
事

実
の
集
積
と
し
て
の
歴
史
書
と
し
て
で
は
な
く
、
文
章
の
手
本

と
し
て
の
意
味
、
文
学
と
し
て
の
意
味
を
強
く
持
ち
始
め
て
い

た
の
で
あ
る
。

と
、
『
史
記
』
が
単
な
る
歴
史
書
と
し
て
で
は
な
く
、
文
章
の
手
本

と
し
て
、
あ
る
い
は
文
学
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
文
選
』
も
、
あ
る
い
は
詩
の
手
本
と
し

て
読
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
上
に
見
た
よ
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う
な
『
合
評
選
詩
』
の
批
評
、
た
と
え
ば
「
起
好
」
「
結
醜
」
、
あ

る
い
は
「
不
似
詩
」
「
令
人
欲
涙
」
「
妙
」
と
い
っ
た
批
評
で
詩
が

作
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
潘
岳
の
詩
を
読
む
の
に

「
世
説
」
の
記
事
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
読
者
が
、
果
た
し
て
『
文

選
』
に
詩
の
手
本
を
求
め
た
だ
ろ
う
か
。『
合
評
選
詩
』
に
見
ら
れ

る
こ
う
し
た
評
語
に
は
、
む
し
ろ
白
話
小
説
の
そ
れ
に
似
た
も
の

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る[

]

。
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明
清
の
批
評
と
い
え
ば
、
白
話
小
説
の
存
在
も
忘
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
『
三
国
志
演
義
』
『
水
滸
伝
』
『
西
遊
記
』
『
金
瓶
梅
』

と
い
っ
た
長
編
白
話
小
説
も
、
一
般
的
に
流
通
し
た
も
の
は
、
李

卓
吾
や
金
聖
嘆
、
毛
宗
崗
や
張
竹
坡
と
い
っ
た
人
物
の
批
評
を
伴

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
凌
濛
初
が
編
纂
し
た
「
二
拍
」
（
『
拍
案
驚

奇
』
『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
）
に
も
、
凌
濛
初
自
身
の
も
の
と
さ
れ
る

批
評
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
小
説
批
評
の
中
に
も
、
作

り
手
側
の
視
点
か
ら
作
品
の
見
所
を
指
摘
し
、
文
章
の
善
し
悪
し

を
論
じ
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
現
存
す
る
『
水
滸

伝
』
の
中
で
も
最
も
古
い
完
本
で
あ
る
容
与
堂
刊
『
李
卓
吾
先
生

批
評
忠
義
水
滸
伝
』
を
見
て
み
る
と
、
第
三
回
、
魯
智
深
が
肉
屋

に
、
刻
ん
で
も
ら
っ
た
ば
か
り
の
ミ
ン
チ
を
投
げ
つ
け
る
場
面
で

は
、「
却
似
下
了
一
陣
的
肉
雨
（
肉
の
雨
が
降
っ
て
き
た
か
の
よ
う

だ
）
」
と
い
う
箇
所
に
圏
点
が
付
け
ら
れ
、
「
好
文
章
」
と
い
う
傍

批
と
と
も
に
、
上
欄
に
は
「
肉
雨
両
字
、
恁
地
形
容
、
従
来
未
経

人
道
過
（
肉
雨
と
い
う
二
字
、
こ
の
よ
う
な
形
容
は
こ
れ
ま
で
に

な
い
」
と
い
う
眉
批
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
逆
に
、
第
八
回
で
日

暮
れ
の
様
子
を
韻
文
で
描
写
し
た
箇
所
に
は
、「
刪
」
の
文
字
が
、

第
十
回
で
酔
っ
た
林
冲
が
雪
の
中
で
倒
れ
る
場
面
に
も
「
可
刪
」

の
文
字
が
見
ら
れ
る
。
読
者
が
こ
う
し
た
白
話
小
説
に
付
け
ら
れ

た
批
評
を
参
考
に
、
文
章
の
練
習
、
ま
し
て
や
受
験
勉
強
を
行
っ

て
い
た
と
は
考
え
が
た
く
、
白
話
小
説
は
評
点
込
み
で
ひ
と
つ
の

作
品
、
ひ
と
つ
の
「
読
み
物
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。本

稿
で
見
た
よ
う
に
、
『
合
評
選
詩
』
は
、
古
今
の
著
名
人
た
ち

の
解
説
が
集
め
ら
れ
、『
文
選
』
に
関
す
る
知
識
が
効
率
よ
く
得
ら

れ
る
作
り
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
圏
点
、
傍
批
、
眉
批
が
ち
り

ば
め
ら
れ
、
作
品
の
見
所
が
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
指
摘
さ
れ
る
。
し

か
も
こ
う
し
た
鑑
賞
に
関
す
る
評
の
多
く
は
、
郭
正
域
や
鍾
惺
、

譚
元
春
と
い
っ
た
今
を
と
き
め
く
文
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る[

]

。
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『
合
評
選
詩
』
は
、
解
説
な
し
に
は
『
文
選
』
を
理
解
す
る
の
が

難
し
か
っ
た
層
を
主
た
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
、
作
品
の
鑑
賞
に
も

力
を
入
れ
た
、
あ
る
種
の
「
便
利
で
知
的
な
読
み
物
」
と
も
い
う

べ
き
性
質
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
俗
文
学
に
も
通
じ
た
凌
濛
初
と

い
う
出
版
界
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
に
よ
っ
て
、
戦
略
的
に
生
み
出
さ

れ
た
ひ
と
つ
の
『
文
選
』
の
形
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
合
評
選
詩
』
に
収
め
ら
れ
る
評
語
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
考
察
を
加
え
、
凌
濛
初
の
編
纂
態
度
の
一
端
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
試
み
た
。

明
代
に
は
、『
文
選
纂
注
』
お
よ
び
そ
の
評
点
本
に
代
表
さ
れ
る
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『
文
選
』
関
連
書
籍
が
多
く
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
『
合
評
選
詩
』
も

そ
う
し
た
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
先
行
す
る
他
の
『
文
選
』

関
連
書
籍
が
注
（
六
臣
注
の
節
略
）
を
メ
イ
ン
に
据
え
、
評
点
が

加
え
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
評
点
は
サ
ブ
に
す
ぎ
な
い
位
置
づ

け
で
あ
っ
た
の
に
対
し[

]

、
『
合
評
選
詩
』
は
「
訂
註
」
を
各
巻

18

末
に
置
き
、
套
印
本
の
ス
タ
イ
ル
で
本
文
と
評
点
を
あ
わ
せ
て
読

ま
せ
る
工
夫
を
施
す
な
ど
、
あ
く
ま
で
評
点
に
重
点
を
置
い
た
。

評
点
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
『
合
評
選
詩
』
と
い
う
書
名
か
ら
は
も
と

よ
り
、
第
一
巻
の
巻
頭
に
（
三
）「
批
評
選
詩
名
公
姓
氏
」
が
置
か

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

実
際
に
『
合
評
選
詩
』
の
評
を
見
て
い
く
と
、
作
品
を
理
解
す

る
た
め
の
基
礎
的
な
情
報
や
文
学
史
的
な
知
識
に
関
す
る
も
の
が

一
定
数
を
占
め
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
書
も
他
の
評
点
本
と
同
様

に
、
高
級
文
人
を
対
象
と
し
た
書
物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測

で
き
る
。
し
か
し
一
方
で
、
本
書
は
作
品
の
鑑
賞
、
評
価
に
関
わ

る
批
評
も
多
く
収
録
さ
れ
て
お
り
、
本
書
が
従
来
型
の
入
門
書
（
受

験
参
考
書
）
と
は
一
線
を
画
す
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。

凌
濛
初
は
、
様
々
な
性
質
の
評
を
う
ま
く
「
合
評
」
す
る
こ
と
で
、

『
文
選
』
に
関
す
る
知
識
を
効
率
よ
く
得
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
作
品
そ
の
も
の
を
文
学
と
し
て
鑑
賞
す
る
の
に
も
適
し

た
書
物
を
作
り
上
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』（
集
部
四
十
六
、
総
集
類
存
目
三
「
合

評
選
詩
」
七
巻
）
は
本
書
に
つ
い
て
、「
所
採
惟
鍾
、
譚
爲
多
、
圏

点
則
一
依
郭
正
域
本
。
其
宗
旨
可
以
概
見
也
（
採
る
所
は
惟
だ
鍾
、

譚
の
み
多
き
を
為
し
、
圏
点
は
則
ち
一
に
郭
正
域
本
に
依
る
。
其

の
宗
旨
は
以
て
概
見
す
べ
き
な
り
）
」
と
し
、
『
合
評
選
詩
』
が
郭

正
域
の
評
点
に
基
づ
き
、
鍾
惺
、
譚
元
春
の
言
を
多
く
引
い
て
い

る
こ
と
を
挙
げ
て
、
凌
濛
初
の
「
宗
旨
」
が
見
て
と
れ
る
と
す
る
。

し
か
し
一
方
で
、
本
書
に
は
李
東
陽
、
徐
楨
卿
、
楊
慎
、
何
景
明
、

何
良
俊
、
王
世
貞
、
王
世
懋
、
皇
甫
汸
、
田
藝
衡
と
い
っ
た
明
人

の
言
も
引
か
れ
て
お
り
、
鍾
惺
、
譚
元
春
の
文
学
観
と
は
相
容
れ

な
い
も
の
も
あ
る
。
本
書
に
収
め
ら
れ
る
評
は
、
必
ず
し
も
凌
濛

初
の
文
学
観
や
主
張
を
直
接
的
に
反
映
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
編
集
者
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
立
場
か
ら
集
め
ら

れ
た
も
の
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
巻
三
十
七
に
、「
徽
州
風
俗
、
以
商
賈
爲
第

一
等
生
業
、
科
第
反
在
次
著
（
徽
州
の
風
俗
、
商
賈
を
以
て
第
一

等
の
生
業
と
為
し
、
科
第
は
反
っ
て
次
著
に
在
り
）」
と
あ
る
よ
う

に
、
明
末
に
は
士
人
と
商
人
の
伝
統
的
な
境
界
線
が
曖
昧
に
な
り

[
]

、
馮
夢
龍
や
凌
濛
初
の
よ
う
な
人
物
が
現
れ
た
。
凌
濛
初
の
出

19版
活
動
に
つ
い
て
は
、
表
野
和
江
氏
等
に
よ
る
研
究
に
も
詳
し
い

が[
]

、
彼
の
文
人
と
し
て
の
側
面
だ
け
で
な
く
、
商
才
に
も
注
目

20

す
る
こ
と
で
、
当
時
の
出
版
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
、
た
と
え
ば

ど
の
よ
う
な
読
者
が
ど
の
よ
う
な
書
物
を
求
め
て
い
た
の
か
、
と

い
っ
た
問
題
に
も
よ
り
迫
り
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

注

[

１]

拙
稿
「
明
代
文
選
関
連
書
籍
考
」
（
『
中
国
学
研
究
論
集
』
第
四
十
号

二
〇
二
二
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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[

２]

郭
正
域
の
批
評
に
つ
い
て
、
『
合
評
選
詩
』
が
ど
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ

い
た
の
か
に
つ
い
て
は
（
現
存
す
る
も
の
な
の
か
否
か
も
含
め
）
定
か

で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
現
存
す
る
郭
正
域
の
批
評
本
で
あ
る
『
新
刊

文
選
批
評
』（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
を
用
い
る
。

[

３]

た
と
え
ば
、
『
新
刊
文
選
批
評
』
巻
九
の
沈
約
「
応
詔
楽
游
苑
餞
呂
僧

珍
詩
」（
四
十
葉
ウ
ラ
）
に
は
「
何
練
」
と
い
う
眉
批
が
見
ら
れ
る
が
、

『
合
評
選
詩
』
巻
一
（
二
十
二
葉
ウ
ラ
）
に
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た

た
と
え
ば
『
新
刊
文
選
批
評
』
巻
十
の
沈
約
「
游
沈
道
士
館
」
（
十
一

葉
）
に
は
「
寧
爲
二
語
道
破
秦
王
漢
武
侈
心
可
謂
確
論
」
と
い
う
眉
批

が
あ
る
が
、
『
合
評
選
詩
』
巻
二
（
二
十
六
葉
ウ
ラ
）
は
「
寧
為
」
を

欠
く
。
圏
点
に
つ
い
て
は
若
干
の
異
同
が
確
認
で
き
、
た
と
え
ば
『
新

刊
文
選
批
評
』
巻
九
の
左
思
「
詠
史
詩
八
首
」（
五
十
二
葉
）
で
は
「
振

衣
千
仞
岡
、
濯
足
萬
里
流
」
に
点
「
、
」
が
付
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

『
合
評
選
詩
』
巻
二
（
三
葉
）
は
圏
「
○
」
を
付
す
。
あ
る
い
は
『
新

刊
文
選
批
評
』
巻
九
の
盧
諶
「
覧
古
詩
」
（
五
十
五
葉
ウ
ラ
）
の
「
繆

子
稱
其
賢
」
に
は
抹
「
―
」
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
『
合
評
選
詩
』
巻

二
（
五
葉
）
に
は
見
ら
れ
な
い
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

[

４]

前
稿
（
「
凌
濛
初
編
『
合
評
選
詩
』
考
（
一
）
［
附
］『
合
評
選
詩
』
序

文
・
凡
例
・
付
録
翻
字
稿
」
、『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
七
十
四
号

二
〇
二
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

[

５]

注[

１]

に
同
じ
。

[

６]

『
文
選
詩
集
』
に
つ
い
て
は
、
広
島
市
立
中
央
図
書
館
浅
野
文
庫
所

蔵
の
も
の
を
調
査
し
た
。
本
文
の
書
題
は
『
文
選
詩
集
』
、
封
面
は
『
選

詩
旁
註
』、
凡
例
お
よ
び
目
録
は
『
文
選
詩
集
旁
註
』
。

[

７]

『
文
選
詩
集
』
に
見
ら
れ
る
「
班
固
」
の
項
が
『
合
評
選
詩
』
に
は

見
ら
れ
ず
、
ま
た
「
王
康
琚
」
の
項
の
文
言
が
異
な
る
の
み
で
あ
る
。

[

８]

た
と
え
ば
『
文
選
詩
集
』
凡
例
第
十
四
条
に
は
「
文
選
有
詩
甲
詩
乙

至
詩
庚
之
說
。
今
即
據
此
分
爲
七
卷
、
然
詩
止
于
庚
意
不
可
曉
。
」
と

あ
る
が
、
『
合
評
選
詩
』
凡
例
第
一
条
に
も
「
文
選
本
詩
甲
詩
乙
至
詩

庚
而
止
。
止
于
庚
意
不
可
曉
、
殆
偶
以
干
紀
、
卷
僅
得
七
而
遂
止
耳
。

今
仍
其
舊
分
爲
七
卷
、
而
去
其
甲
乙
之
說
。
」
と
あ
る
。
ま
た
凡
例
第

十
二
条
に
は
「
人
人
通
曉
不
錄

如
盧
子
諒
覽
古
詩
曰
趙
氏
有
和
璧
、
此

首
皆
相
如
完
璧
返
趙
事
。
」
と
あ
る
が
、
『
合
評
選
詩
』
凡
例
第
三
条
に
も

「
註
從
六
臣
中
取
其
簡
明
者
、
節
錄
之
、
取
可
解
而
止
、
不
多
援
。
故

實
句
證
以
爲
博
至
有
、
雖
係
往
事
、
人
人
通
曉
（
如
和
璧
隋
珠
之
類
）

不
錄
。
」
と
あ
る
。
本
文
の
版
式
に
つ
い
て
も
、
両
書
と
も
に
一
行
十

八
字
と
な
っ
て
お
り
（
『
合
評
選
詩
』
は
一
葉
十
八
字
八
行
、
『
文
選
詩

集
』
は
一
葉
十
八
字
六
行
。
な
お
『
文
選
詩
集
』
に
つ
い
て
は
本
文
を

六
行
と
し
、
界
線
を
入
れ
て
傍
注
を
付
す
）
、
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
。

[

９]

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
（
集
部
四
十
四

総
集
類
存
目
一

文
選
纂

註

十
二
巻
）
「
明
張
鳳
翼
撰
。
鳳
翼
有
『
夢
占
類
考
』
、
已
著
錄
。
是

書
雜
採
諸
家
詮
釋
『
文
選
』
之
説
、
故
曰
「
纂
註
」
。
然
所
引
多
不
著

所
出
。
夫
詮
釋
義
理
、
可
以
融
會
羣
言
、
至
於
考
證
舊
文
、
豈
可
不
明

依
據
。
言
各
有
當
、
不
得
以
朱
子
集
傳
、
集
註
藉
口
也
。
其
論
『
神
女

賦
』「
王
」
字
譌
「
玉
」
、「
玉
」
字
譌
「
王
」
、
蓋
採
姚
寛
『
西
溪
叢
語
』

之
説
、
極
爲
精
審
。
其
註
無
名
氏
古
詩
、
以
「
東
城
高
且
長
」
與
「
燕

趙
多
佳
人
」
分
爲
兩
篇
、
十
九
首
遂
成
二
十
。
不
知
陸
機
擬
作
、
文
義

可
尋
、
未
免
太
自
用
矣
。」

[
]

『
詩
品
』（
中
品
）
も
、
顔
延
之
を
「
其
源
出
於
陸
機
」
と
す
る
。

10

[
]

序
文
に
つ
い
て
は
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「
熟
精
文
選
理
」
に
つ
い

11
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て
は
、
胡
仔
『
漁
隠
叢
話
』
巻
二
、
巻
九
等
に
も
見
ら
れ
る
。

[
]

た
と
え
ば
趙
俊
玲
『
《
文
選
》
評
点
研
究
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

12
〇
一
三
）
は
「
科
举
考
试
也
一
定
程
度
推
动
了
士
子
学
习
《
文
选
》。

明
中
后
期
一
大
批
文
人
倡
导
『
以
古
文
为
时
文
』
、
不
管
是
七
子
派
、

唐
宋
派
、
还
是
公
安
派
都
主
张
通
过
加
强
古
文
的
修
养
来
挽
救
日
益
靡

弱
的
时
文…
…

。…
…

而
且
、
八
股
文
外
、
明
代
还
考
策
、
论
、
表
、

判
等
、
读
《
文
选
》
对
写
作
这
类
文
章
亦
多
有
裨
益
。…
…

推
动
了
《
文

选
》
评
点
的
产
生
、
发
展
。
」
と
し
、
王
小
婷
『
清
代
《
文
選
》
学
研

究
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
）
も
、「
明
代
『
文
选
』
学
最
主

要
的
特
点
是
以
删
注
、
评
点
类
著
作
为
主
。
为
了
顺
应
士
子
们
应
试
的

需
要
、
许
多
应
对
八
股
文
的
写
作
范
本
、
读
本
应
运
而
生
。…
…

评
点

本
是
学
习
诗
文
最
方
便
的
教
材
。
一
方
面
、
士
子
可
以
边
读
作
品
、
边

参
阅
评
点
、
加
深
对
作
品
的
理
解
；
另
一
方
面
还
可
以
发
现
问
题
、
引

发
进
一
步
的
思
考
。
而
且
评
点
多
采
用
眉
批
、
夹
批
、
文
末
总
批
的
方

式
、
分
布
在
诗
文
四
周
、
方
便
查
阅
、
同
时
简
洁
的
评
语
也
减
少
了
长

篇
解
释
造
成
的
阅
读
上
的
不
便
。
」
と
す
る
。

[
]

表
野
和
江
「
明
末
呉
興
凌
氏
刻
書
活
動
考
―
凌
濛
初
と
出
版
―
」（
『
日

13
本
中
国
学
会
報
』
第
五
〇
集

一
九
九
八
）
は
、
「
閔
齊
伋
が
刻
し
た

の
は
、
当
時
坊
刻
を
中
心
に
数
多
く
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
、

経
書
に
対
す
る
評
点
本
で
あ
っ
た
。
閔
齊
伋
の
刻
書
が
確
か
に
受
験
生

を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
最
初
の
套
印
本
『
春
秋
左

伝
』
の
凡
例
に
「
其
の
初
学
の
課
業
、
批
評
を
取
る
無
く
ん
ば
則
ち
墨

本
有
る
在
り
」
と
言
い
、
初
学
者
用
の
評
点
本
は
何
と
言
っ
て
も
套
印
、

と
謳
っ
て
い
る
の
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
…
…
経
書
に
注
釈
を
付
け
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
評
点
本
が
色
分
け
さ
れ
て
更
に
見
易
く
な
れ

ば
、
受
験
生
に
と
っ
て
実
に
便
利
な
こ
と
、
今
日
の
カ
ラ
フ
ル
な
参
考

書
や
ラ
イ
ン
マ
ー
カ
ー
等
の
役
割
を
引
合
い
に
出
す
ま
で
も
あ
る
ま

い
。」
と
す
る
。

[
]

本
評
は
、
『
新
編
文
選
批
評
』
（
九
巻
五
十
九
葉
ウ
ラ
）
で
は
題
下
に

14
引
か
れ
る
李
善
注
の
上
欄
に
置
か
れ
る
。
以
下
、
評
の
置
か
れ
る
位
置

に
つ
い
て
は
、
体
裁
の
ち
が
い
や
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
必
ず
し
も
底

本
と
同
じ
で
は
な
い
。
ま
た
、
『
古
詩
帰
』
に
も
圏
点
が
付
け
ら
れ
て

い
る
が
、
『
合
評
選
詩
』
は
あ
く
ま
で
郭
正
域
の
評
点
に
拠
っ
て
い
る

た
め
、
本
文
に
付
け
ら
れ
る
圏
点
と
、
鍾
惺
、
譚
元
春
の
評
語
が
矛
盾

す
る
場
合
も
あ
る
。
『
古
詩
帰
』
に
つ
い
て
は
、
国
立
公
文
書
館
（
内

閣
文
庫
）
所
蔵
の
も
の
を
調
査
に
用
い
た
。

[
]

鍾
惺
の
本
評
に
つ
い
て
は
、
『
古
詩
帰
』
で
は
第
八
句
の
下
に
置
か
れ

15
て
い
る
こ
と
か
ら
（
『
古
詩
帰
』
は
割
り
注
の
形
で
評
語
が
置
か
れ
る
）
、

こ
こ
で
い
う
「
虚
字
」
は
「
聊
自
」
の
「
自
」
を
指
す
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

[
]

『
詩
帰
』
の
評
語
と
小
説
と
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
入
矢

16
義
高
氏
が
「
詩
帰
に
つ
い
て
」（
『
東
方
学
報
』
第
十
六
号

一
九
四
八
）

に
お
い
て
、
「
私
は
、
右
傍
に
施
さ
れ
た
評
点
と
睨
み
合
わ
せ
つ
つ
此

の
評
語
を
読
ん
で
ゆ
く
時
、
小
説
的
な
興
味
を
さ
へ
感
ず
る
の
で
あ
る
。

こ
の
や
う
な
評
詩
の
方
法
は
、
金
聖
嘆
に
至
っ
て
、
ま
た
特
異
な
展
開

を
示
す
こ
と
に
な
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
入
矢
氏
は
『
詩

帰
』
に
見
ら
れ
る
素
朴
な
印
象
批
評
に
つ
い
て
、
「
現
在
の
我
々
か
ら

す
れ
ば
、
隔
履
搔
癢
の
感
が
せ
ぬ
で
も
な
く
、
時
に
は
真
意
を
把
捉
し

か
ね
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
当
時
の
人
に
と
っ
て
は
、
こ
の
や
う
な

批
評
法
は
、
実
は
極
め
て
示
唆
に
富
ん
だ
興
味
あ
る
も
の
だ
っ
た
に
相
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違
な
い
し
、
ま
た
詩
の
鑑
賞
と
制
作
に
当
っ
て
も
、
各
人
の
好
尚
の
如

何
は
と
も
か
く
と
し
て
、
一
つ
の
有
力
な
指
針
と
も
な
り
得
た
こ
と
で

あ
ら
う
。」
と
、
作
詩
に
お
い
て
も
有
用
で
あ
っ
た
と
す
る
。

[
]

た
と
え
ば
『
列
朝
詩
集
小
伝
』（
丁
集
中
「
鍾
提
学
惺
」）
に
は
、「
所

17
撰
『
古
今
詩
歸
』
盛
行
於
世
、
承
學
之
士
、
家
置
一
編
」
と
あ
る
。

[
]

た
と
え
ば
『
文
選
』
の
注
釈
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
『
文
選
纂

18
注
』
『
選
詩
約
注
』
『
文
選
章
句
』
『
文
選
詩
集
』
『
文
選
刪
注
』
（
い
ず

れ
も
万
暦
年
間
成
立
）
は
、
李
善
注
お
よ
び
五
臣
注
、
あ
る
い
は
李
善

注
を
抜
粋
、
加
筆
し
た
も
の
で
、
六
臣
注
『
文
選
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
評
が
加
え
ら
れ
た
『
文
選
纂
注
』

の
評
点
本
も
、
あ
く
ま
で
注
が
メ
イ
ン
で
あ
る
。
ま
た
、『
合
評
選
詩
』

が
基
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
郭
正
域
本
（
『
新
編
文
選
批
評
』）
に
つ
い
て

も
、
各
詩
末
に
「
考
注
」
が
置
か
れ
（
字
句
や
作
品
の
説
明
で
、
六
臣

注
の
抜
粋
）
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
六
臣
注
『
文
選
』
を
更
に
コ
ン
パ
ク

ト
に
し
、
そ
こ
に
郭
正
域
の
批
評
を
加
え
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
た
し
か
に
『
文
選
』
の
入
門
書
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

[
]

余
英
時
「
明
清
変
遷
時
期
社
会
与
文
化
的
転
変
」
（
『
中
国
歴
史
転
型

19
時
期
的
知
識
分
子
』
聯
經
出
版
事
業
公
司
、
一
九
九
二
）
等
参
照
。

[
]

注[
]

ほ
か
、
「
呉
興
凌
氏
刻
『
世
説
新
語
』
四
種
に
つ
い
て
」（
『
日

20

13

本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
二
集

二
〇
〇
〇
）
、
「
「
鼓
吹
」
考
」
（
『
藝

文
研
究
』
第
八
〇
号

二
〇
〇
一
）
等
が
あ
る
。

〈
付
記
〉
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

（B）

「
『
文
選
』
の
規
範
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
（
研
究
課
題
番
号
：1

9

H
0
1
2
3
7

）
、
お
よ
び
基
盤
研
究

「
中
国
通
俗
小
説
の
批
評
に
関
す
る

（C）

研
究
」
（
研
究
課
題
番
号
：2

0
K
0
0
3
7
0

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

【
付
表
】

以
下
の
表
は
、
『
合
評
選
詩
』
所
引
の
評
に
つ
い
て
、
評
者
お
よ
び
所
在

を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
蔵

『
選
詩
』（H

O
LLIS

num
ber

：990077754100203941
H

arvard-Y
enching

Library
Chinese

Rare
Books

D
igitization

Project-Collected
W

orks

）

に
基
づ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
な
お
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
蔵

本
は
巻
五
の
七
葉
ウ
ラ
～
八
葉
オ
モ
テ
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
こ
の
部
分

に
つ
い
て
は
『
《
文
選
》
研
究
文
献
輯
刊
』
（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇

一
三
）
第
二
十
八
冊
を
用
い
た
。

評
者
に
つ
い
て
は
、
第
一
巻
所
収
の
（
三
）「
批
評
選
詩
名
公
姓
氏
」（
お

よ
び
「
註
選
詩
六
臣
姓
氏
」
）
の
順
に
並
べ
た
（
郭
正
域
を
除
く
）
。
評
の

所
在
に
つ
い
て
は
、
巻
数
お
よ
び
葉
数
を
示
し
、
「

」
は
ウ
ラ
を
示
す
。

b

ま
た
第
一
巻
所
収
の
（
四
）「
詩
人
世
次
爵
里
」
に
見
ら
れ
る
も
の
は
〈
爵

里
〉
と
し
た
。
同
人
の
評
が
連
続
し
て
引
用
さ
れ
る
場
合
（
「
又
曰
～
」
）

は
、
（
又
）
で
示
し
た
。
備
考
に
は
、
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
文
献
（
現
時

点
で
確
認
で
き
た
書
物
、
作
品
）
を
記
し
た
。
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